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計画の策定にあたって
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こ れまでの経緯22

　 地域福祉活動計画と は、「 社会福祉協議会が呼びかけて、住民、地域において社会福祉に関する

活動を行う 者、 社会福祉を目的と する事業（ 福祉サービス）を経営する者が相互協力して策定する、

地域福祉の推進を目的とした民間の活動・ 行動計画」です。

　 この計画は、 生活環境が変化したり 、 支援が必要になっても 、誰も が住み慣れた地域で安心して

暮らし 続けること ができるよう 、私たちが取り 組む地域課題と 目指す将来像を示し ています。いわ

ば、私たち一人ひとり が、どのよう に地域づく り を進めていく かを確認し 合う ための計画です。

　 練馬区地域福祉活動計画は、 練馬区社会福祉協議会（ 以下「 練馬区社協」と いう 。）の法人理念で

もある「 ひとり の不幸も 見逃さ ない～つながり のある地域をつく る～」を基本理念に掲げ、区民、民

生・ 児童委員、町会・ 自治会、社会福祉法人、社会福祉施設・ 団体 、事業所、企業、行政、学校などと

協力しながら 、地域の福祉力を活性化さ せ、誰もが暮らしやすい地域社会を目指します。

　 練馬区社協では、 平成７ 年に第１次地域福祉活動計画を策定し 、 地域社会を取り 巻く 環境の変

化を踏まえ、 第５ 次計画まで進めてきまし た。 社会福祉協議会は、 住民主体の考えのもと 、 運営

さ れる団体であり 、 地域住民や当事者団体の参加と 代弁を図る組織です。 したがって、 地域の声

を聴き、 その声を反映しながら 計画を策定する作業や過程そのも のが、 練馬区社協の事業展開に

おいて重要な位置を占めるも のと なり ました。

　 地域福祉活動計画策定・ 推進評価委員会を中心に、 これまで地域を支えてきた地域住民や関係

団体と の地道な協働を 大切にし 、こ れから も 地域福祉を 共に考え、行動していきます。

策定の目的・ 基本理念11

　 　 　 　 計画 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計 画 期間

第１ 次地域福祉活動計画 　 平成7 年度～平成12 年度（ ６ か年）

第２ 次地域福祉活動計画 　 平成18 年度～平成2 2 年度（ ５ か年）

第３ 次地域福祉活動計画 　 平成2 3 年度～平成2 6 年度（ ４ か年）

第４ 次地域福祉活動計画 　 平成2 7 年度～令和元年度（ ５ か年）

第５ 次地域福祉活動計画 　 令和2 年度～令和6 年度（ ５ か年）



　 練馬区社協と 練馬区は、互いに地域福祉を 推進する パート ナーです。

　 練馬区社協で は、 成年後見制度の利用を 促進する「 中核機関」業務、 重層的支援体制整備

事業や生活困窮者自立相談支援事業等を 練馬区から 受託し ています。

　 また、練馬区は、練馬区社協が取り 組むボラ ンティ ア育成事業や地域活動団体のネット ワー

ク 化事業など の活動を 支援し 、 連携を 図っ ています。

　 こ れら 事業と 同様、民間の活動・ 行動計画で ある「 地域福祉活動計画」と 練馬区が策定する

行政計画「 練馬区地域福祉計画」は 地域福祉を 支え る 両輪と し て 区全体の地域福祉を 推

進し ます。

　 計画期間については練馬区地域福祉計画と 合わせて４ か年と し ています。

　 これまでのと おり「 計画書本編」と「 概要版」を作成し 、第６ 次計画の周知に努めます。

　 また、 第６ 次計画では、 地域福祉活動計画策定・ 推進評価委員の意見を受け、困り ごと が生じ た

と きに計画書を通じ て情報にアクセスできたり 、相談窓口が見つかるリ ンク機能を電子版（ 練馬区

社協ホームページに掲載）に備えます。

　 さ らに、日頃から 地域福祉に興味や関心を持ってもらえるよう 、ＳＮＳを活用した効果的な情報発

信に取り 組みます。

第６ 次
地域福祉活動計画

（ 令和７ 年度～令和１０ 年度）

練馬区社協

地域福祉計画
（ 令和７ 年度～令和１０ 年度）

練馬区

練馬区と の連携33

効果的な情報発信44

連　 　 携
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